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1．ひと・まち・
　 きらめきプロジェクトとは

　「ひと・まち・きらめきプロジェクト」は、「千歳市新長期総合計画」が目標とする将来都市像

『 ひと・まち ☆ きらり　地球の笑顔が見えるまち　千歳 』の実現を先導するための施策群です。基本

計画における主要施策と関連しながら、特に横断的な視点や重点的な意識を持って具体化を進めていくも

のです。

　このプロジェクトは、「ひと・きらめきプロジェクト」と「まち・きらめきプロジェクト」の２つの柱

で構成しており、国や北海道などの協力も得ながら市民と企業、行政などが一体となって推進しその実現

をめざします。

～リーディングプロジェクト～

「将来都市像」の実現に向
けて特に進めていかなけ
ればならない、重要度が
高く横断的な施策からな
るプロジェクトです。

千歳らしさや千歳市の特
性を生かしたプロジェク
トです。

今日的な視点から必要度
が高く、また、市民意向の
高いプロジェクトです。

プロジェクトの
位置づけ・意義
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2．ひと・きらめき
　 　　　プロジェクト

  市民の心身の健康を促進するとともに、市民が主

体的に活動しいつまでも生き生きと暮らせる環境づ

くりを推進します。

(1) 生涯学習キャンパス創造プロジェクト

　生涯学習のまちづくりの指針となる「生涯学習推

進計画」をもとに、市民一人ひとりが自己を高め、

ひいては地域を高めていく『学びあい心ふれあう都

市』づくりを推進します。

生涯学習推進体制の確立

主な関連施策

・市民、企業、行政をネットワークする生涯学習

推進体制の充実

・情報、相談、支援の拠点となる生涯学習支援拠

点の整備

・郷土の自然や歴史、文化を学ぶ郷土資料館の整

備

主体的な市民活動の展開

主な関連施策

・ボランティアの活動拠点となるボランティアセ

ンターの充実

・地域福祉や地域教育など地域の特性を生かした

コミュニティ活動の促進

・情報公開制度の充実や生涯学習まちづくり出前
※

講座などを通じた、市民と行政のパートナー

シップの構築

・インターネットを活用した広報・広聴体制の整

備

パートナーシップ／市民、団体、企業、行政機関など、異なる性格を有する組織・集団がそれぞれ固有の機能を提供しながら、対等
の立場で協力し合うこと。協力しながら働くという意味で「協働」という表現を使うこともある。
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(2) いきいき健康づくりプロジェクト

　保健・医療・福祉の連携によるきめ細かいサービ

スの提供をめざし、市立総合病院を核とした保健・

医療・福祉ゾーンの整備を進めます。また、市民の

健康管理や健康増進への意識を高めるとともに、健

康づくり活動を促進します。

保健・医療・福祉ゾーンの整備

主な関連施策

・地域基幹病院としての機能をもつ市立総合病院

の新築移転
※

・二次救急医療体制や高度医療の充実

・施設間の連携などを考慮した保健・医療・福祉

に関する施設の整備

保健福祉の地域ケアシステムの確立

主な関連施策

・健康教育や健康相談などの支援体制の充実

・身近な地域での健康づくり活動の促進

・心の健康づくりの啓発・相談体制の充実

・年齢や体力に応じた生涯スポーツの普及・啓発

二次救急医療／一次（初期）救急医療機関と救急患者の搬送機関との連携のもと、より高度な治療を必要とする重症救急患者の医療
を確保して実施する救急医療体制。

市立総合病院　　　
新築完成予想図
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3．まち・きらめき
         プロジェクト

　21世紀を牽引する光科学技術開発を産・学・官の

連携によって推進し、まちづくりに生かします。ま

た、豊かな自然環境や国際空港の立地など住む人・

訪れる人をともに引きつけるまちの魅力を最大限に

アピール、活用し交流や活動を促進します。

(1) 光技術・情報高度化プロジェクト

　光科学技術の国際的研究開発拠点の形成をめざ
※

し、「ホトニクスバレープロジェクト」を推進する

とともに、そこで生まれた技術をまちづくりに生か

せるよう次代を見据えた情報基盤の整備に努めま

す。また、情報化に対応した人づくりやネットワー

クの形成を進めます。

「ホトニクスバレープロジェクト」の推進

主な関連施策

・千歳科学技術大学における人材の育成と研究開

発活動の促進

・光科学技術に関するベンチャー企業の育成・支

援
※

・ホトニクスワールド・コンソーシアムの法人化

の促進

地域情報化の推進

主な関連施策

・情報化に対応した人材の育成・確保、民間活力

の導入の促進

・各公共施設などの情報ネットワーク化の推進

・地域情報化計画による情報・通信体系の整備

ホトニクスバレープロジェクト／千歳科学技術大学を核として、産・学・官が共同して世界的な光科学技術の頭脳拠点を形成し、21
世紀を牽引する産業を育成しようとするプロジェクト。

ホトニクスワールド・コンソソソソソーシアム／ホトニクスバレーの実現のため、産・学・官が連携し、人材の育成、基礎研究、技術開発、
事業化などを実践する共同研究組織。
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(2) 交通・物流機能高度化プロジェクト

　北海道の空の玄関である新千歳空港の機能をまち

づくりに最大限生かせるよう、利用者の利便性や物

流の円滑化を促進します。

空港を核とした交通ネットワークの拡充

主な関連施策

・新千歳空港の地方拠点空港としての整備促進

・空港へのアクセスとなる広域幹線道路網等の整

備促進

・バスや鉄道など各交通機関の充実と相互接続の

強化

空港周辺地域の整備

主な関連施策
※

・美々地域整備の推進と千歳オフィス・アルカ

ディア、流通業務団地等への企業誘致

・航空機関連産業などの空港支援機能の整備促進

千歳オフィス・アルカディア／オフィス・研究所等の産業業務施設を大都市圏から地方都市に分散させるための受け皿として整備さ
れたビジネス団地。
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(3) 交流拡大・環境共生プロジェクト

　国立公園支笏湖や国際空港の存在により、国内外

から多くの人が来訪するまちとして、国際観光拠点

としての機能を充実しながら、多様な国際交流を推

進します。また、人と自然が共生できる環境にやさ

しいまちづくりを進めます。

国際観光拠点都市づくりの推進

主な関連施策

・アジア・欧州・北米などの国際定期航空路線の

開設・充実の促進

・外国人向けの総合的な観光情報案内システムの

確立

・新千歳空港アクセス沿道景観形成ガイドライン

による北海道らしい景観の形成

多様な国際交流の推進

主な関連施策

・市民団体や国際交流団体の育成・支援と各種海

外派遣事業の推進

・海外からの研修員や視察団の受け入れと幅広い

交流の促進
※

・コンベンション施設の誘致と受け入れ体制の充

実

・国際会議や国際的なイベントの誘致・開催の促

進

環境にやさしいまちづくり

主な関連施策
※

・地球温暖化防止の実効性を高めるISO14001認証

取得への取り組み

・人と自然が共生できる環境の適正な保全

・農林業の公益的・多面的な機能の発揮
※

・支笏湖周辺の自然の保全や復元を図る緑のダイ

ヤモンド計画などの推進

コンベンション／国際会議、見本市、展示会など。
ＩＳＯ１４００１／ＩＳＯ（国際標準化機構）の規格に基づき、事業活動における環境への負荷を最小限に抑え、継続的に環境保全

を進めるための環境管理の仕組み。

緑のダイヤモンド計画／環境省が国立・国定公園の核心地域において策定する「自然公園核心地域総合整備事業」の別称。
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(4) 中心市街地活性化プロジェクト

　自然環境の活用や良好なイメージを促す景観形成

により、うるおいが感じられる中心市街地周辺の環

境整備を進めます。また、市民の意向をふまえなが

ら中心市街地の再構築を進め、活気や交流にあふれ

たまちづくりをめざします。

うるおいある市街地の整備

主な関連施策

・長期的な目標、将来像、基本方針などを定める

都市景観形成基本計画の策定と推進

・地域の特性を生かしたゆとりとうるおいに満ち

たコミュニティ道路の整備

・沿道建築物の美観の誘導や電線類の共架による

集約化、地中化の推進

千歳駅周辺の整備

主な関連施策

・千歳駅周辺の未利用地、低利用地の高度利用の

促進

・観光客に分かりやすい情報提供ができる観光情

報案内所の整備

・千歳駅における鉄道とバスの接続性の向上

活気ある市街地の整備

主な関連施策
※

・街づくり機関（ＴＭＯ）による中心商店街の活

性化

・商店街の環境づくりへの支援

・市街地の拡大や公共施設の配置に対応したバス

路線網の再編や循環バスの導入

街づくり機関（ＴＭＯ）／Town  Management  Organizationの略。市民、商業者、行政など中心市街地に関わるさまざまな主体の
調整の場となって、中心市街地の活性化のための活動を街づくりの観点から総合的に企画・調整し、その
実現を図るための機関。

まちなみ景観イメージ

千歳駅周辺整備イメージ 水と緑の景観イメージ


